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ど
ん
な
に
硬
い
素
材
で
も
、
薄
い

レ
コ
ー
ド
盤
の
よ
う
な
砥
石
が
高

速
回
転
し
て
、
き
れ
い
に
切
断
す

る
。
素
材
や
部
品
の
断
面
検
査
の

た
め
の
切
断
、
あ
る
い
は
生
産
工

程
で
の
切
断
加
工
や
溝
堀
り
加
工

―
平
和
テ
ク
ニ
カ
は
切
断
機
本

体
と
、
そ
れ
に
装
着
す
る
砥
石
を

製
造
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
の
本
業
は
機

械
工
具
類
の
専
門
商
社
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
砥
石
を
製
造
す
る
栃
木

県
の
那
須
工
場
は
、
従
業
員
の
８

割
が
女
性
で
、
そ
の
全
員
が
子
供

が
い
る
と
い
う
点
で
も
ユ
ニ
ー
ク

だ
。

商
社
か
ら
始
ま
っ
た
技
術
力
の
切
断
機
メ
ー
カ
ー

代表取締役社長 小池 達夫 氏

取
材
・
構
成
　
●
　

西
原
勝
洋

経
済
評
論
家
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「
う
ち
に
し
か
で
き
な
い
物
を
」

で
試
行
錯
誤
し
て

　

戦
後
、
軍
隊
で
担
当
し
て
い
た
仕
事
を
基

礎
に
企
業
を
立
ち
上
げ
た
創
業
者
は
ず
い
ぶ

ん
と
い
る
。
い
ま
は
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
名

物
と
な
っ
て
い
る
餃
子
も
、
満
州
に
派
遣
さ

れ
て
い
た
宇
都
宮
連
隊
の
炊
事
兵
が
始
め
た

と
い
う
。

商
会
の
経
営
が
保も

っ
た
の
は
、
当
時
の
本

業
で
あ
る
機
械
工
具
の
商
社
部
門
が
順
調

だ
っ
た
か
ら
だ
。

ロ
ケ
ッ
ト
の
外
壁
切
断
に
も

使
わ
れ
た

　

よ
う
や
く
明
る
い
展
望
が
見
え
た
の
は

１
９
７
０
年
。
切
断
機
本
体
と
、
装
着
す
る

砥
石
の
一
体
研
究
・
開
発
が
実
り
、
座
間
工

場
建
設
か
ら
、
ま
た
10
年
経
っ
た
73
年
、
栃

木
県
那
須
町
に
砥
石
製
造
の
専
門
工
場
を
建

て
た
。

　

那
須
を
選
ん
だ
の
は
、
た
ま
た
ま
用
地
の

紹
介
者
が
い
た
こ
と
、
人
手
を
集
め
ら
れ
や

す
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
頃
は
、
座

間
市
で
造
る
切
断
機
本
体
も
順
調
な
軌
道
に

乗
り
出
し
て
い
た
。

　

大
手
メ
ー
カ
ー
の
生
産
部
門
に
は
「
部
外

者
立
ち
入
り
禁
止
」
の
場
所
が
多
い
が
、
試

験
検
査
部
門
か
ら
は
逆
に
「
来
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
る
。

　
「
そ
こ
で
苦
情
と
要
望
を
聴
く
こ
と
が
、

製
品
の
改
善
、
次
の
製
品
開
発
の
ス
タ
ー
ト

に
な
る
」と
創
業
社
長
は
よ
く
言
っ
て
い
た
。

２
代
目
社
長
も
社
員
に
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

い
る
。

　

そ
う
し
た
精
神
で
生
ま
れ
た
の
が
、
全
自

動
棒
材
精
密
切
断
機
や
端
面
研
磨
機
だ
っ

た
。

企
探

　

平
和
テ
ク
ニ
カ
の
創
業
者
、
小
池
満
氏

も
、
軍
で
機
械
工
具
の
調
達
の
仕
事
を
し
て

い
た
。
そ
の
経
験
を
土
台
に
し
て
、
戦
後
、

工
具
類
の
調
達
・
納
品
の
仕
事
を
は
じ
め
、

１
９
５
２
年
に
機
械
工
具
専
門
商
社
「
平
和

工
業
商
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

小
池
満
氏
は
長
崎
に
い
た
。
そ
し
て
三
菱

の
造
船
工
場
に
い
た
時
に
原
爆
に
遭
っ
た
。

爆
心
か
ら
２
・
５
㎞
の
地
点
だ
っ
た
が
、
風

下
だ
っ
た
た
め
、
さ
し

た
る
ケ
ガ
も
後
遺
症
も

な
か
っ
た
。
し
か
し
、

悲
惨
な
現
場
を
見
た
。

そ
の
体
験
が
「
平
和
」

を
冠
に
す
る
社
名
に
つ

な
が
っ
た
。

　

初
め
は
日
産
自
動
車

の
下
請
け
企
業
へ
の
納

品
だ
っ
た
。
そ
れ
を
続

け
る
う
ち
に
「
誠
実
な

業
者
だ
」
と
の
評
判
が

定
着
し
、
日
産
自
動
車

本
体
へ
の
出
入
り
が
許

さ
れ
た
。

　

小
池
満
氏
は
、
機
械

工
具
の
調
達
・
納
入
の

仕
事
を
続
け
な
が
ら

も
、「
製
品
を
右
か
ら

左
へ
納
入
す
る
だ
け
で

は
、
ず
っ
と
安
定
し
て
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い
け
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
い
つ
か
は

自
分
の
と
こ
ろ
で
し
か
造
れ
な
い
製
品
を
産

み
だ
し
販
売
し
た
い
」
と
願
っ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
関
係
者

か
ら
「
こ
ん
な
も
の
を
造
っ
て
み
た
ら
、
売

れ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
」
と
囁
か
れ
た
。
そ

れ
が
切
断
機
だ
っ
た
。

　

創
業
か
ら
10
年
ほ
ど
経
っ
た
11
年
目
の

１
９
６
３
年
に
、
座
間
市
に
小
さ
な
板
金
工

場
を
建
て
た
。
メ
イ
ン
は
治
工
具
の
製
造
、

そ
の
傍
ら
で
切
断
機
づ
く
り
の
試
行
錯
誤
を

続
け
た
。
翌
年
に
は
手
動
普
及
万
能
型
切
断

機
を
開
発
、
発
売
を
始
め
る
が
、「
安
定
し

た
販
売
」
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
は
、
仕
入
れ
た
砥
石
を
装
着
し
て

い
た
。
あ
る
日
、「
砥
石
を
自
社
開
発
し
た

ら
ど
う
か
」
と
閃
い
た
。

　

機
械
本
体
は
、
一
度
納
入
し
た
ら
10
年
以

上
は
次
の
需
要
が
な
い
。
し
か
し
、
砥
石
は

消
耗
品
だ
。

　

切
断
機
に
装
着
す
る
砥
石
は
、
研
磨
剤
と

樹
脂
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
原
料
を
薄
く
平
ら
に

伸
ば
せ
ば
い
い
。
原
理
は
簡
単
す
ぎ
る
の
だ

が
、
実
際
に
造
っ
て
み
る
と
不
良
品
ば
か
り

出
た
。

　

２
代
目
で
現
社
長
の
小
池
達
夫
氏
は
「
家

に
帰
る
と
、不
良
品
の
砥
石
が
あ
っ
ち
に
も
、

こ
っ
ち
に
も
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
」と
、

当
時
を
振
り
返
る
。

　

不
良
品
が
山
積
み
に
な
っ
て
も
平
和
工
業

各種の切断砥石
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１
９
８
８
年
に
は
、
製
造
部
門
の
売
上
増

を
踏
ま
え
て
、「
平
和
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社
」

に
社
名
変
更
し
た
。

　

２
０
０
４
年
に
は
高
速
精
密
切
断
機
フ
ァ

イ
ン
カ
ッ
ト
Ｓ
Ｐ-

３
１
０
Ｚ
３
型
が
中
小

企
業
優
秀
新
技
術
・
新
製
品
賞
（
り
そ
な
中

小
企
業
振
興
財
団
、
日
刊
工
業
新
聞
な
ど
の

後
援
）
の
技
術
・
製
品
部
門
の
奨
励
賞
を
受

け
た
。

　

こ
れ
は
、
従
来
は
切
断
が
難
し
い
と
さ
れ

た
材
料
や
新
素
材
を
、
砥
石
を
使
っ
た
自
動

制
御
技
術
で
容
易
に
切
断
す
る
装
置
だ
。
切

断
時
間
が
従
来
の
５
分
の
１
に
短
縮
さ
れ
、

低
コ
ス
ト
を
実
現
し
た
。

　

そ
し
て
気
が
付
い
た
時
は
、
棒
材
や
鉱
物

原
石
、
あ
る
い
は
ガ
ラ
ス
や
セ
ミ
ラ
ッ
ク
素

材
を
対
象
と
す
る
切
断
機
も
、
そ
の
た
め
の

砥
石
も
、
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
企
業
は
い
な
く

な
っ
て
い
た
。

　

極
小
の
素
材
の
切
断
や
研
磨
加
工
で
は
Ｄ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
社
が
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。
し
か

し
、
対
象
と
す
る
素
材
が
違
い
す
ぎ
る
。

　

ニ
ッ
チ
な
部
門
で
は
あ
れ
、
平
和
テ
ク
ニ

カ
は
事
実
上
の
独
占
メ
ー
カ
ー
な
の
だ
。
い

や
、
ニ
ッ
チ
な
部
門
と
は
い
え
、
平
和
テ
ク

ニ
カ
の
切
断
機
は
宇
宙
開
発
事
業
団
が
ロ

ケ
ッ
ト
の
外
壁
を
切
断
す
る
際
に
も
使
わ
れ

て
い
る
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、

納
品
先
と
し
て
は
、
官
民
の

著
名
な
金
属
系
研
究
セ
ン

タ
ー
、
大
学
の
金
属
関
係
学

部
、
そ
し
て
機
械
・
金
属
系

の
大
手
メ
ー
カ
ー
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
る
。

　
「
こ
ん
な
小
さ
な
会
社
な

の
に
、
日
本
の
一
流
会
社
、

著
名
な
試
験
研
究
機
関
に
納

品
で
き
る
の
は
、
た
い
へ
ん

に
光
栄
な
こ
と
で
す
。
そ
う

い
う
納
入
先
と
接
す
る
こ
と

は
社
員
の
勉
強
に
な
り
、
会

社
全
体
の
士
気
も
高
ま
り
ま

す
」
と
小
池
社
長
は
言
う
。

　

製
品
の
改
良
・
開
発
の
努

力
は
続
く
。
２
０
０
９
年
に

は
工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

混
ぜ
込
ん
だ
砥
石
『
ウ
ィ
ル

ナ
ス
』
が
「
超
モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
」（
モ

ノ
づ
く
り
推
進
会
議
、
日
刊
工
業
新
聞
社
）

の
機
械
部
品
賞
を
受
賞
し
た
。

女
性
に
ま
か
せ
て

工
場
は
回
る

　
『
ウ
ィ
ル
ナ
ス
』
の
ナ
ス
は
那
須
工
場
か

ら
取
っ
た
名
前
だ
。

　

那
須
工
場
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
通
り
、
女

性
が
８
割
を
占
め
る
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
も

女
性
だ
。
そ
の
全
員
が
子
供
の
い
る
主
婦

だ
。

　

何
人
か
は
、
も
う
子
供
に
手
の
か
か
ら
な

い
主
婦
だ
が
、大
部
分
は
現
に
子
育
て
中
だ
。

　
「
み
ん
な
自
分
の
子
供
が
い
る
か
ら〝
き
ょ

う
は
、
あ
そ
こ
の
家
の
子
供
が
…
〞
と
い
っ

た
事
情
を
、
す
ぐ
に
理
解
で
き
ま
す
。
そ
れ

で
、
お
互
い
に
う
ま
く
作
業
時
間
や
休
日
を

調
整
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
子
育
て
中
の

主
婦
社
員
が
い
る
と
効
率
が
落
ち
る
と
い
っ

た
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
小
池
社
長

は
言
う
。

　

那
須
工
場
で
製
造
さ
れ
る
砥
石
は
、
直
径

７
・５
〜
25
・
５
㎝
、
厚
さ
は
わ
ず
か
０
・３

〜
１・
２
㎜
。
そ
の
仕
上
が
り
検
査
も
、
女

性
の
方
が
適
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

那
須
工
場
は
２
０
１
１
年
か
ら
連
続
し
て

栃
木
県
の
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
企
業
」
と
し
て

認
証
さ
れ
て
い
る
。

切断サンプル

タイ国から工場見学

座間組立工場内 砥石の新製品開発
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２
０
１
５
年
に
は
平
和
テ
ク
ニ
カ
が
経
済

産
業
省
の
「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
３
０
０
社
」
に
選
定
さ
れ
た
。

独
力
で
輸
出
に
取
り
組
む

意
欲

　

２
０
０
４
年
に
創
業
者
の
小
池
満
氏
は
会

長
に
退
き
、
達
夫
氏
が
２
代
目
社
長
に
就
い

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
父
の
後
を
継
ぐ
つ
も
り

で
い
た
。
機
械
専
門
商
社
で
の
修
行
を
経
て

入
社
し
た
。

　
「
社
長
に
な
っ
た
時
は
、
会
社
が
持
つ
実

力
、
社
員
が
持
つ
実
力
を
冷
静
に
掌
握
し
、

現
場
・
現
物
・
現
実
を
直
視
す
る『
三
現
主
義
』

で
発
展
を
…
…
と
力
ん
だ
の
で
す
が
、
や
は

り
父
の
存
命
中
は
〝
見
習
い
社
長
〞
で
し
た
」

と
苦
笑
す
る
。

　

そ
れ
で
も
父
か
ら
学
び
取
っ
た
こ
と
は

「
創
業
の
精
神
―
う
ち
で
し
か
で
き
な
い

独
自
の
製
品
を
造
る
と
い
う
気
概
を
守
り
実

現
し
て
い
く
こ
と
で
す
」
と
言
う
。

　

し
か
し
、商
社
部
門
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。

商
社
部
門
の
売
上
比
率
は
４
割
あ
る
。
そ
の

メ
イ
ン
の
顧
客
で
あ
る
日
産
自
動
車
へ
の
納

入
は
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
。

　

独
自
の
モ
ノ
づ
く
り
と
、
商
社
の
結
合
点

は
輸
出
だ
。
日
本
企
業
の
進
出
が
著
し
い
タ

イ
へ
の
輸
出
は
、
ま
だ
規
模
は
小
さ
い
が
流

れ
と
し
て
は
順
調
だ
。
平
和
テ
ク
ニ
カ
の
製

品
は
、
工
業
化
が
進
む
国
・
地
域
で
需
要
が

あ
る
。
タ
イ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
全
域
へ
の
流

れ
が
や
が
て
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
を
専
門
商
社
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、

自
前
で
輸
出
市
場
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
意

欲
は
、
自
身
が
か
つ
て
商
社
に
い
た
こ
と
、

そ
し
て
平
和
テ
ク
ニ
カ
が
商
社
部
門
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　
「
父
か
ら
学
び
取
っ
た
こ
と
、
も
う
１
つ

あ
り
ま
し
た
。『
和
顔
愛
語
』
で
す
」

　

日
本
橋
浜
町
に
あ
る
本
社
に
は
、
そ
の
揮

毫
が
張
ら
れ
て
い
た
。

　
「
品
質
を
改
善
す
る
決
め
手
は
人
へ
の
投

資
。そ
れ
は
和
顔
愛
語
の
心
だ
と
思
い
ま
す
」

―
２
代
目
社
長
の
言
葉
は
自
信
に
あ
ふ
れ

て
い
た
。　
　
　
（
に
し
は
ら　

か
つ
ひ
ろ
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
和
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社

■
代
表
取
締
役　

小
池
達
夫

■
設　

立　
昭
和
31
年
３
月

■
資
本
金　
５
０
０
０
万
円

■
社
員
数

83
名

■
売
上
高

17
・
５
億
円

■
事
業
内
容　

機
械
工
具
、
工
場
用
品
、
治
工

具
・
省
力
化
機
器
の
販
売
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
商
品
、
製
造
ラ
イ
ン
設
備
の
製
作
、
工

場
付
帯
設
備
の
据
付
施
工
、
高
速
精
密
切
断

機「
フ
ァ
イ
ン
カ
ッ
ト
」、精
密
切
断
砥
石「
ト

ク
ウ
ス
ト
イ
シ
」、
硬
脆
性
材
料
用
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
切
断
砥
石
「
ナ
ス
ト
ン
ゴ
ー
ル
ド
」、

結
合
剤
部
分
傾
斜
型
レ
ジ
ノ
イ
ド
切
断
砥

石
「
ウ
ィ
ル
ナ
ス
」
の
製
造
販
売
、
水
溶
性

研
削
液
「
フ
ァ
イ
ン
ク
ー
ル
」、
ア
ル
コ
ー

ル
防
錆
剤
「
フ
ァ
イ
ン
フ
リ
ー
」
の
販
売

■
本
社　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町

２

－

48

－

４

■
電
話　

０
３

－

３
２
４
９

－

０
９
８
１
㈹

■ https://w
w
w
.heiw

a-tec.co.jp
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き
ら
ぼ
し
銀
行　

茅
場
町
支
店
会
員

本社ビル
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